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医用画像解析とAIによる病態評価・診断支援

●研究概要
本研究では、PET、MRI、CTなどの医用画像を対象に、画像処理、統

計解析、機械学習・深層学習を用いた病態評価および診断支援技術の
開発に取り組んでいます。現在は、認知症を主な対象として、FDG-PET
画像からアミロイドPET陽性を予測するAI技術や、PET・MRI画像を用い
た脳内変化の統計解析を行っています。これにより、アミロイドPET検査

前のスクリーニング、認知症の病態理解、進行度評価、治療効果判定
への応用を目指しています。
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・AIを用いたFDG-PET画像によるアミロイドPET陽性予測

アルツハイマー病では、脳内のアミロイドβ蓄積を評価することが、診断や治療方針の決定において重要です。し
かし、アミロイドPETは実施可能な施設や検査件数に制約があるため、検査前に陽性の可能性を推定する技術が求
められています。

本研究では、FDG-PET画像に対して機械学習・深層学習・画像生成AIを応用し、アミロイドPET陽性を予測する技術
の開発を行っています。これにより、アミロイドPET検査前のスクリーニングや、認知症診療における検査適応判断
の支援を目指しています[1-3]。

・PET、MRI画像を用いた統計画像解析による認知症の脳内病態マッピング

本研究では、アルツハイマー病をはじめとする認知症では、脳内におけるアミロイドβやタウタンパクの蓄積、糖
代謝の低下、脳萎縮などが病態の進行と関係しています。しかし、これらの変化は脳全体に一様に起こるのではな
く、疾患の進行段階や病態に応じて特定の脳領域に異なる分布を示します。

本研究では、FDG-PET、amyloid-PET、Tau-PET、MRIなどの画像を標準脳上に位置合わせし、ボクセル単位およ
び関心領域単位で統計解析を行うことで、認知症患者の脳にみられる特徴的な変化を明らかにします。特に、アミ
ロイドβ蓄積、タウ蓄積、糖代謝低下の空間的な関係を解析し、アルツハイマー病の進行段階に応じた脳内病態の
違いを可視化することを目指しています[4-6] 。
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● 今後の研究展開

・前立腺MRI画像を用いたがん診断支援

前立腺がんの診断では、MRI画像が病変の検出や悪性度評価に重要な役割を担っています。そこで、前立腺MRI画
像に対して画像処理・特徴量解析・機械学習を応用し、がんの有無や悪性度を推定する診断支援技術の開発を検討し
ます。注） 本テーマは現在検討段階であり、今後の状況に応じて研究計画を具体化する予定です。

左図
解析対象となる代表的な脳画像：
(a) MRI
(b) FDG-PET
(c) amyloid-PET(FMM)
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